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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部空間部を備えた気密構造体を有し、前記内部空間部には、原料としてのベリリウム
（ベリリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部と、前
記ベリリウム塊を加熱してベリリウム塊中に含まれたトリチウムを抽出させ、トリチウム
が抽出された前記ベリリウム塊を更に加熱して固体の状態の溶融させる加熱部と、前記加
熱部の加熱温度が所定の状態になったことによって溶融したベリリウム塊に重力が作用す
るようにしてベリリウム小塊の形状で滴下隔離させるベリリウム小塊分離手段と、重力落
下方向に滴下分離したベリリウム小塊が落下する落下路と、を配設し、さらに落下するベ
リリウム小塊を冷却収納するベリリウム小塊冷却収納部を配設し、
　前記気密構造体には、抽出させたトリチウムを外部に排出するトリチウム排出部、原料
としてのベリリウム塊の導入部およびベリリウム小魂排出部を形成したことを特徴とする
ベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段
とから構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリ
リウム塊の溶融温度制御によって、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置。
【請求項３】
　請求項１において、前記内部空間部は前記加熱部によって上下内部空間に仕切られ、該
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上下内部空間に連通して上下内部空間の圧力バランスを調整する圧力バランス調整手段を
有して、圧力バランスの調整によってベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを
特徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置。
【請求項４】
　請求項３において、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段
とから構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリ
リウム塊の溶融温度制御によっても、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを
特徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置。
【請求項５】
　請求項１において、前記加熱部は、高周波誘導加熱手段によって形成され、前記ベリリ
ウム塊分離手段は該高周波加熱手段の内部にもしくはその直下に形成されることを特徴と
するベリリウム小塊の溶融成形およびトリチウム除染装置。
【請求項６】
　内部空間部を備えた気密構造体と、前記内部空間部には、原料としてのベリリウム（ベ
リリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部と、前記ベ
リリウム塊を加熱する加熱部と、を備えたベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置
によるベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法において、前記加熱部の加熱温度を
所定の温度にすることによって固体の状態のベリリウム塊中に含まれたトリチウムを抽出
させ、トリチウムが抽出された前記ベリリウムの塊を更に加熱して溶融させ、溶融したに
ベリリウム塊を重力作用の下に滴下分離し、滴下分離したベリリウム小塊を重力落下方向
に形成した落下路形成部を落下させ、落下するベリリウム小塊を冷却・収納し、前記気密
構造体に設けたトリチウム排出部から外部に排出することを特徴とするベリリウム溶融成
形およびトリチウム除染方法。
【請求項７】
　請求項６において、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段
とから構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリ
リウム塊の溶融温度制御によって、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法。
【請求項８】
　請求項６において、前記内部空間部は前記加熱部によって上下内部空間に仕切られ、該
上下内部空間に連通して上下内部空間の圧力バランスを調整する圧力バランス調整手段を
有して、圧力バランスの調整によってベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを
特徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法。
【請求項９】
　内部空間部を備えた気密構造体と、前記内部空間部には、原料としてのベリリウム（ベ
リリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部と、前記ベ
リリウム塊を加熱する加熱部と、を備えたベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置
によって形成されるベリリウム小塊において、
　前記加熱部の加熱温度を所定の温度にすることによって固体の状態のベリリウム塊中に
含まれたトリチウムを抽出させ、トリチウムが抽出された前記ベリリウムの塊を更に加熱
して溶融させ、溶融したベリリウム塊から重力作用の下に滴下分離し、滴下分離したベリ
リウム小塊を重力落下方向に形成した落下路形成部を冷却落下させて形成したことを特徴
とするトリチウムを除染した使用済のベリリウム小塊。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置、ベリリウム溶融成形および
トリチウム除染方法、並びにこの方法によって形成したベリリウム小塊に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ベリリウムは、ウランの核分裂反応を利用する核分裂反応型原子炉における中性子反射
体、さらに未来のエネルギーとしての核融合反応型原子炉における中性子増倍材として、
それぞれ特異的で貴重な役割を担う物質である。原子力分野でベリリウムを中性子反射体
あるいは中性子増倍材として利用すると、天然に１００％存在する９ Ｂｅから式１に示す
中性子（ｎ）捕獲核反応によって放射性物質である三重水素（トリチウム：３ Ｈ）が生成
する。
　　９ Ｂｅ（ｎ，α）６ Ｈｅ→β崩壊→６ Ｌｉ（ｎ，α）３ Ｈ（トリチウム）…式１
【０００３】
　式１に示したベリリウムの中性子捕獲による核反応によって生成したトリチウムはベリ
リウム中に蓄積されるため、使用済みベリリウムはトリチウムによる放射性汚染物となる
。従って、使用済みベリリウムは大変取り扱い難い物質となっている。
【０００４】
　特許文献１には、使用済みの放射化ベリリウムからの酸化物や放射化された不純物を除
去してベリリウムを回収し、再利用することが記載されている。
【０００５】
　ベリリウムを取り扱ってはいないが、溶融炉を使用した有用金属回収することを記述す
る文献として特許文献２がある。この特許文献には、繊維状成形体を供給する原料供給系
と、原料供給系に接続され繊維状成形体に廃液を含浸させる廃液供給系と、廃液を含浸さ
せた状態の繊維状成形体を加熱して揮発分を蒸発させる加熱手段と、加熱手段によって蒸
発させた揮発分を溶融炉本体のオフガス処理系に移送させるパージエア供給系とを具備し
、廃液を仮焼して気化状態の有用金属を回収することが記載されている。
【０００６】
　特許文献３にはガスアトマイズ法による微細金属除去の製造方法が記載されている。
【０００７】
【特許文献１】特開平９－２４３７９８号公報
【特許文献２】特開平６－１８６３９４号公報
【特許文献３】特開２００４－１８３０４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ベリリウムはその資源量が少なく、稀少元素の一つである。そのため原子炉等で使用さ
れた放射性汚染ベリリウムに含まれる放射性物質を除去し、その再利用を図ることは社会
的にも大きな意義がある。
【０００９】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたもので、トリチウムによる放射性汚染物としての
取り扱い難さをなくし、かつ二次的放射線汚染をなくして、取り扱い易い小塊の形で使用
済の放射性汚染ベリリウムから放射性汚染のないベリリウム金属を回収することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、内部空間部を備えた気密構造体と、前記内部空間部には、原料としてのベリ
リウム（ベリリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部
と、前記ベリリウム塊を加熱してベリリウム塊中に含まれたトリチウムを抽出させ、トリ
チウムが抽出された前記ベリリウムの塊を更に加熱して溶融させる加熱部と、前記加熱部
の加熱温度が所定の状態になったことによって溶融したベリリウム塊に重力が作用するよ
うにしてベリリウム小塊の形状で滴下隔離させるベリリウム小塊分離手段と、重力落下方
向に滴下分離したベリリウム小塊が落下する落下路と、を配設し、落下するベリリウム小
塊を冷却収納するベリリウム小塊冷却収納部を配設し、前記気密構造体には、抽出させた
トリチウムを外部に排出するトリチウム排出部、原料としてのベリリウム塊の導入部およ
びベリリウム小魂排出部を形成したことを特徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウ
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ム除染装置を提供する。
【００１１】
　本発明は、更に、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段と
から構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリリ
ウム塊の溶融温度制御によって、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特徴
とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置を提供する。
【００１２】
　本発明は、更に、前記内部空間部は前記加熱部によって上下内部空間に仕切られ、該上
下内部空間に連通して上下内部空間の圧力バランスを調整する圧力バランス調整手段を有
して、圧力バランスの調整によってベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置を提供する。
【００１３】
　本発明は、更に、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段と
から構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリリ
ウム塊の溶融温度制御によっても、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置を提供する。
【００１４】
　本発明は、更に、前記加熱部は、高周波誘導加熱手段によって形成され、前記ベリリウ
ム小塊分離手段は該高周波加熱手段の内部にもしくはその直下に形成されることを特徴と
するベリリウムの溶融成形およびトリチウム除染装置を提供する。
【００１５】
　本発明は、内部空間部を備えた気密構造体と、前記内部空間部には、原料としてのベリ
リウム（ベリリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部
と、前記ベリリウム塊を加熱する加熱部と、を備えたベリリウム溶融成形およびトリチウ
ム除染装置によるベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法において、
　前記加熱部の加熱温度を所定の温度にすることによってベリリウム塊中に含まれたトリ
チウムを抽出させ、トリチウムが抽出された前記ベリリウムの塊を更に加熱して溶融させ
、溶融にベリリウム塊からベリリウム塊を重力作用の下に滴下分離し、滴下分離したベリ
リウム小塊を重力落下方向に形成した落下路形成部を落下させ、落下するベリリウム小塊
を冷却・収納し、前記気密構造体に設けたトリチウム排出部から外部に排出することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法を提供する。
【００１６】
　本発明は、更に、前記加熱部は、溶融るつぼと該溶融るつぼの外側に設けた加熱手段と
から構成され、前記加熱部の加熱温度制御手段を有し、該加熱温度制御手段によるベリリ
ウム塊の溶融温度制御によって、ベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特徴
とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法を提供する。
【００１７】
　本発明は、更に、前記内部空間部は前記加熱部によって上下内部空間に仕切られ、該上
下内部空間に連通して上下内部空間の圧力バランスを調整する圧力バランス調整手段を有
して、圧力バランスの調整によってベリリウム小塊のサイズの大きさを制御することを特
徴とするベリリウム溶融成形およびトリチウム除染方法を提供する。
【００１８】
　本発明は、内部空間部を備えた気密構造体と、前記内部空間部には、原料としてのベリ
リウム（ベリリウムの化合物を含む）塊を該内部空間部内に保持するベリリウム塊保持部
と、前記ベリリウム塊を加熱する加熱部と、を備えたベリリウム溶融成形およびトリチウ
ム除染装置によって形成されるベリリウム小塊において、前記加熱部の加熱温度を所定の
温度にすることによってベリリウム塊中に含まれたトリチウムを抽出させ、トリチウムが
抽出された前記ベリリウム塊を更に加熱して溶融させ、溶融したベリリウム塊を重力作用
の下に滴下分離し、滴下分離したベリリウム小塊を重力落下方向に形成した落下路形成部
を冷却落下させて形成したことを特徴とするトリチウムを除染した使用済のベリリウム小
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塊を提供する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、上述のように、第１ステップで加熱部による加熱によって使用済の放射性汚
染ベリリウム金属（すなわちベリリウム塊）からこのベリリウム塊中に蓄積されているト
リチウムを抽出、除去し、次のステップで更に加熱することによってベリリウム塊を溶融
（溶解）させ、重力を利用して滴下させ、ベリリウム小塊を成形するようにしているので
、トリチウムによる放射性汚染物としての取り扱い難さがなくなり、かつ重力を利用した
滴下方式の採用によって二次的な放射性汚染を防止し、取り扱い易い小塊の形でベリリウ
ム金属を回収することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００２１】
　図１は、本発明の実施例であるベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置を示す。
図１において、ベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置１００は、内部空間部２を
備えた気密構造体としての本体１とを備える。内部空間部２には、ベリリウム（ベリリウ
ムの化合物を含む）塊３が収納される。本例の場合、ベリリウム塊３はすべて溶融した金
属溶湯として図示してある。下部部分が溶融状態であってもよい。
【００２２】
　本体１は、上部容器４と下部容器５の２つの容器が合体した形状をなし、くびれた形状
の中間容器６によって連結されている。中間容器６はなくてもよいし、本体を円筒状に形
成してもよい。上部容器４は高温ゾーンとして形成し、下部容器５は低温ゾーンとして形
成する。下部容器５は、低温保存容器７によって被覆されている。
【００２３】
　上部容器４の内部空間部２には、ベリリウム塊保持部１１、ヒーターによって形成され
る加熱部１２、重力落下方向に溶融したベリリウム塊が流下する流下炉１３を形成し、流
路部１３の終端１５はノズル構成で、ベリリウム塊からベリリウム塊を滴下分離するベリ
リウム小塊分離部１４が形成される。本例の場合、加熱部１２はベリリウムの塊保持する
機能を有してベリリウム塊保持部１１としても作用するが、両機能を分離することができ
る。
【００２４】
　加熱部１２は、溶融るつぼ２１と溶融るつぼ２１の外側に設けた加熱手段としてのヒー
タから構成され、加熱部１２は、上部容器５内の内部空間部２を上部内部空間２２と下部
空間２３とに隔絶、すなわち仕切っている。
【００２５】
　溶融るつぼ２１は、上側の漏斗状の金属溶湯形成部２４とこれに連接する上述したベリ
リウム小塊分離部１４から形成され、これらの金属溶湯形成部２４、ベリリウム小塊分離
部１４は周囲のヒーターによって加熱される。ヒーターは加熱温度制御装置１８によって
温度制御される。
【００２６】
　本体１には、上端部にホッパー２５が取り付けてある。ホッパー２５は、垂直方向に設
けられた、上部空間２２に達して開口する導入管２６、本体１の外側で導入管２６に設け
られたバルブ２７および上端の補給口２８から形成されている。
【００２７】
　下部空間２３には、縮小形状部３１を保護するように熱遮蔽３２が設けてある。流路部
１３の終端１５の下方には滴下分離されたベリリウム小塊が重力作用によって落下する落
下路１０が形成される。上部空間２２および下部空間にそれぞれ連通する連通管３３、３
４および３５、３６が設けてある。連通管３３、３４からはスイープガスが導入され、連



(6) JP 4982710 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

通管３５、３６からはスイープガスが導出される。従って、連通管３５、３６はトリチウ
ム排出部として機能する。連通管３３から導入されるスイープガスはバランスガスとして
の機能とを有する。連通管３３から導入されるスイープガスによって上下内部空間２２、
２３の圧力バランスが調整される。このようにして圧力バランス調整手段（圧力バランス
調整機構）３７が構成される。
【００２８】
　下部容器５内の内部空間部２の底部にはベリリウム小塊収納部として機能する。回収容
器４１が置かれて回収された回収金属すなわちベリリウム小塊４０が収納される。下部空
間２３、中間部空間４６および下部容器空間４２には連続した前述の落下路１０が形成さ
れる。下部容器５内の下部容器空間４２には冷却ガス管４３が連通され、冷却ガスが下部
容器空間４２に導入されるように形成される。落下路１０を落下するベリリウム小塊は冷
却される時に、ベリリウム小塊は下部容器空間部４２で冷却される。また、下部容器５（
本体１）には、ベリリウム小塊排出部となる回収口４４が設けてあって、回収したベリリ
ウム小塊４０を回収することができるようにしてある。このようにして、ベリリウム小塊
冷却、収納部が形成される。
　低温保存容器７には冷媒管４５から冷媒が導入、導出されるようにしてある。
　中間容器６の内部の中間容器空間４６には熱遮蔽４７が設けてある。
【００２９】
　以上のように、ベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置１００は、堅形の構造体
として形成される。
【００３０】
　使用済の放射性汚染ベリリウムは塊の形状であるいは棒状の形状で、原料としてのベリ
リウム塊の導入部として機能するホッパー２５から溶融るつぼ２１に投入される。ここで
は塊状形状あるいは棒状形状であっても塊として取り扱うことができるので、ベリリウム
塊として記載する。溶融るつぼ２１に投入されたベリリウム塊は加熱部１２（すなわちヒ
ータ）によって加熱される。この加熱過程で固体状態のベリリウム塊中に蓄積されていた
トリチウムはベリリウム塊外へと抽出される。内部空間２２は連通管３３からアルゴンガ
スやベリウムガスなどの不活性ガスがスイープガスとして導入され、抽出されたトリチウ
ムガスは連通管３５からスイープガスと共に本体１外へと移送され、除去される。
【００３１】
　更にトリチウムを排出したベリリウム塊を加熱して、溶融温度（１２８７℃）以上の例
えば１３００℃に加熱するとベリリウム塊は金属溶湯（ベリリウム溶湯）となる。ベリリ
ウム塊の加熱温度は加熱温度制御装置１８の制御可能である。溶融したベリリウム塊（ベ
リリウム溶湯）は、落下路１３を流下してその先端に達すると、ベリリウム塊に重力作用
によってベリリウム塊を形成し分離するベリリウム小塊分離手段１５によってベリリウム
小塊として分離される。すなわち、落下路１３の先端のノズルは、加熱部１２の加熱温度
が所定の状態になったことによって溶融したベリリウム塊からベリリウム小塊を重力作用
によって分離するベリリウム小塊分離手段として機能する。溶融して液状化したベリリウ
ム塊が重力によって落下する時に微小球であるベリリウム小塊が形成される現象（作用）
によってベリリウム小塊が形成され、重力によって滴下分離され、落下していく。この滴
下分離は、上述のように重力作用によって雨滴のように滴下させるものであって重力作用
が働くような構成であれば充分であるが、この作用を補助する機能、例えばガス噴射など
による分離機能を付加することを妨げない。
【００３２】
　加熱部１２によるベリリウム塊の溶融状態を制御することによって下方に滴下する溶融
したベリリウム小塊の液状滴のサイズと量を制御することができる。分離されたベリリウ
ム小塊は下部空間２３および中間容器４６を重力によって下方へと落下していく。この落
下の過程でベリリウム小塊は微小球となり冷却ガス管４３からの冷却ガスによって冷却さ
れる。
【００３３】
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　圧力バランス調整手段３７は連通管３３から導入されるスイープガス、すなわちバラン
スガスの量を調整することによって上下空間２２、２３の圧力バランスを調整し、溶融る
つぼ２１に作用する圧力を調整する。このように圧力バランスを変えることで溶融し、分
離されるベリリウム小塊の液状滴のサイズと量を制御することができる。圧力バランス調
整による液状滴のサイズと量の制御と加熱部１２による加熱温度制御による液状滴のサイ
ズと量の制御を併用して用いることができる。これ併用によってより以上に汎用性が増す
ことになる。
【００３４】
　このように、温度一定制御あるいは温度可変制御によって液状滴を生成するに際して予
めベリリウム塊からトリチウムとトリチウムガスとして抽出しておくことが重要である。
トリチウムが除去されたベリリウム小塊は更に落下して落下の途中で固体状となって回収
容器４１で受けられ、一時的に保管され、回収口４４から本体外へと移送される。
【００３５】
　以上のように、ベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置１００は、内部空間部２
を備えた気密構造体としての本体１と、内容空間部２に原料としてのベリリウム塊を内部
空間２に原料としてのベリリウム塊を内部空間２内に保持するベリリウム塊保持部１１と
、ベリリウム塊の加熱部１２を備えて構成される。
【００３６】
　このベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置１００は、加えて第１ステップとし
ての加熱によってベリリウム塊中に蓄積されたトリチウムを抽出され、次の加熱ステップ
によってベリリウム塊を溶融させる。更に、この装置１００は、加熱部１２の加熱温度を
所定の温度にすることによって溶融したベリリウム塊からベリリウム小塊を重力作用の下
に滴下分離し、滴下分離したベリリウム小塊を重力落下方向に形成した落下路で冷却、落
下させる。落下したベリリウム小塊として回収される。
【実施例２】
【００３７】
　図２は、本発明の第２の実施例であるベリリウム溶融成形およびトリチウムの除染装置
１００を示す。先の実施例と同一の構成には同一の番号を付してあり、先の実施例で説明
した内容を援用するものとして、先の実施例と異なる点を主に説明する。
【００３８】
　この実施例は、ベリリウム塊保持部としてベリリウム塊移動機構１１Ａが使用される。
ベリリウム塊として棒状のベリリウム塊５０が用いられる。ベリリウム塊移動機１１Ａは
棒状のベリリウム塊３Ａを保持すると共に、上下方向に移動させる。加熱部として高周波
誘導加熱炉１２Ａが用いられる。ベリリウム塊移動機構１１によって棒状のベリリウム塊
３Ａは高周波誘導加熱炉１２Ａ内に配設される。棒状のベリリウム塊３Ａの上部には高周
波誘導加熱炉がないために固体状を呈する。ベリリウム塊３Ａの下方移動によって加熱さ
れ、固体状態の時にトリチウムは排出される。この例は棒状のベリリウム塊３Ａを上下移
動するようにしているが、高周波誘導加熱炉１２Ａを移動機構によって上下移動させるよ
うにしてもよい。高周波誘導加熱炉１２Ａは加熱温度制御装置１８によって温度制御され
、溶融状態制御されるのが先の実施例と同じである。先の実施例は加熱部１２によって上
下空間２２、２３に仕切られていたが、この実施例では仕切りを設けていない。仕切りを
設けるようにすれば先の実施例と同一の制御が可能になる。
【００３９】
　高周波誘導加熱炉１２Ａの加熱コイルの電圧を制御し、電流を通すことによって棒状の
ベリリウム塊は加熱される。この加熱過程において、挿入、移動によって充分に加熱され
た下先端部（図で下端部）は溶融し、金属溶湯（ベリリウム溶湯）３を形成し、その上方
部は溶融に至らず固定状を呈する。従って、高周波誘導加熱炉１２Ａの下側の溶融部にお
いてベリリウム塊からベリリウム小塊を滴下分離するベリリウム小塊分離手段１４が形成
され、その作用は先の実施例と同じであるがノズルは形成されない。ただこの場合には溶
融したベリリウム塊が接触して流下する流下炉１３（図１）はなく、非接触の状態で下方
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れることになる。
【００４０】
　このベリリウム溶融成形およびトリチウム除染装置１００は、第１ステップの加熱によ
って固体状態のベリリウム塊中に蓄積されたトリチウムを抽出させ、次の加熱ステップに
よってベリリウム塊を溶融させる。更に、この装置１００は、加熱部１２の加熱温度を所
定の温度にすることによって溶融したベリリウム塊からベリリウム小塊を重力作用の下に
滴下分離し、滴下分離したベリリウム小塊を重力落下方向に形成した落下路で冷却、落下
させている。落下したベリリウム小塊は回収容器４１にトリチウムが除染されたベリリウ
ム小塊として回収される。
【００４１】
　以上のように、本実施例によれば、稀少元素であるベリリウムが使用済で放射性汚染さ
れた状態から放射性物質（トリチウム）が除去されて、ベリリウムの小塊として回収され
再利用が図られることになって社会的にも大きな意義がある。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施例の構成図。
【図２】本発明の他の実施例の構成図。
【符号の説明】
【００４３】
　１…本体（気密構造体）、２…内部空間部、３，３Ａ…ベリリウム塊、４…上部容器、
５…下部容器、６…中間容器、１０…落下路、１１…ベリリウム塊保持部、１１Ａ…ベリ
リウム塊移動機構、１２…加熱部、１３…流下路、１４…ベリリウム小塊分離部、１５…
終端、２１…溶融るつぼ、２２…上部内部空間、２３…下部内部空間、３３，３４，３５
，３６…連通管、３７…圧力バランス調整手段（圧力バランス調整機構）、４３…冷却ガ
ス管、４０…ベリリウム小塊、４１…回収容器、４４…回収口、１００…ベリリウム溶融
成形およびトリチウム除染装置。
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